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AMEDデータ利活用プラットフォームの一般受付開始について

2024年4月2日(火)

国立研究開発法人 日本医療研究開発機構 (AMED)
ゲノム・データ基盤事業部

第13回ゲノム医療協議会
第12回健康・医療データ利活用基盤協議会 資料４

令和６年４月２日
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AMEDデータ利活用プラットフォーム：サービス開始時の概要

健康・医療研究開発データ統合利活用プラットフォーム事業は、AMED研究から生み出されたデータの利活用促進を可能とする場を目指
し、3大バイオバンクの全ゲノム解析データのメタデータの横断検索からデータの処理までワンストップで実行可能なサービスを提供すること
で、ゲノムデータ利活用を推進する役割を果たす。

各種申請窓口一本化による業
務簡素化

他システムとの同一IDによる簡
便なログイン

 3大バイオバンクの全ゲノム解
析データ（約2万件）のメタ
データの横断検索による研究
計画立案の効率化

連携5拠点におけるシステムへワ
ンストップで接続可能となること
によるデータ処理までのスピード
効率化

<凡例色>

利用者の動き

メタデータ

連携5拠点連携基盤

利用者
・アカデミア研究者
・民間企業等

データ利用
申請

国立遺伝学
研究所

国立がん
研究センター

国立国際医療
研究センター

他システム例（調整中）
• バイオバンク横断検索システム
• 全ゲノム解析等実行計画

利用者認証

他システムの利用

2
予備的処理

4
横断検索

3

• ３大バイオバンクの全ゲノム解析データの
メタデータ(JGAスキーマ＋臨床基本4属
性情報※)  ※年齢階層（10歳単位）、
性別、居住地または出生地、疾患名およ
び疾病コード(ICD-10)

臨床基本4属性情報およびアレル頻度情報等を用いた研究計画の立案

5
研究計画立案

データ利用
審査

PFからワンストップで接続

クラウド

複数拠点に格納されているゲノムデータを
横断して実施する統合的なデータ処理を含む

東北メディカル
・メガバンク

東京大学
医科学研究所

データ処理

1

受付事務局
 本PF利用申請、全ゲノム解析データ
及びデータ処理ノードの利用申請、
各種問い合わせへの対応を行う

データ利用審査会
 データ提供機関のデータ利用に際し、
公平・公正・中立な立場でデータ利
用審査を実施する

有識者会議
 PF及びデータ利用に関する規則、シ
ステム等、本PFの運営を支える重要
な仕組において議論を行う

AMEDデータ利活用プラットフォームに関する規則群

AMED
説明文書用
モデル文案

AMEDが実施

利用申請
1

受付事務局
確認

• サンプルサイズの実現可能性確認
• 研究計画の妥当性確認
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AMEDデータ利活用プラットフォーム：システム全体像

三大バイオバンク 等

生体試料

同意書

研究参加者
患者

研究者

ゲノムデータ
ゲノムデータ

AMEDデータ利活用プラットフォーム連携基盤

利用研究者
（大学等）

利用研究開発者
（企業等）

東北メディカル
・メガバンク

東京大学
医科学研究所

国立遺伝学
研究所

国立がん
研究センター

国立国際医療
研究センター

連携拠点

ユーザ認証連携

連携拠点 連携拠点 連携拠点 連携拠点 他システム全ゲノム解析
等実行計画

AMED支援研究開発
から生み出されるデータ

社会的要請が高いもの
から、質を担保しつつ順
次連携を実施（令和6
年度末から）

登録済情報化

メタデータ
・臨床基本4属性情報
・ゲノム統計データ

サンプル数 22,955件
NCBN 9,830件
TMM 7,125件
BBJ 6,000件

R5年度末
開発済

R6年度
開発予定

クラウド

（調整中）

利用者
管理

利用状況
管理

予備的な
処理

柔軟な
処理環境

受付
窓口

他システム
連携

メタデータ
登録

利用
申請

統合的な
処理

運用管理データ利活用機能

データ管理 相互連携

開発検討中

2
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今後の機能リリースタイムライン（予定）

3

※1 利用者が臨床基本4属性の各属性の組み合わせで絞り込んだセット(例：60代・男性・関東出身・認知症)に対するアレル頻度※4を都度計算し提供する。
※2 あらかじめ臨床基本4属性の属性毎に層別（年代別、性別、出身地別、疾患別）したアレル頻度を計算しておき提供する。
※3 3月末に不備のない申請書を受領した場合の所要時間の目安。
※4 ある遺伝子変異が特定の集団（例：国際〔東アジア、ヨーロッパ、…〕、国内〔関東、近畿、…〕）において観察される割合。外見的特徴、病気の罹りやすさ、

 薬の効きやすさ等に違いが出る場合がある。

統合的な処理(遺伝型インピュテーション)

3月 4月 5月 6月

研究計画立案のために
利用できる機能

(連携基盤)

データ利用審査の承認
後に利用できる機能

(連携拠点)

利用申請手続きに係る
時間の目安※3

データ利用申請の受付から
データ利用審査、決裁完了まで

利活用個人データの利用に関する三者契約書の締結
(データ利用機関、データ提供機関、AMED)

予備的処理(層別アレル頻度取得 (プリセット※2))

7月

横断的メタデータ検索

予備的処理(層別アレル頻度取得 (オンデマンド※1))

柔軟な処理環境(Dockerコンテナ環境)
仮想デスクトップ環境(visiting環境)を使用した
全ゲノム解析データ・臨床基本4属性データの利用

BBJデータ利
用開始

連携基盤のアカウント発行

受付開始

連携拠点のアカウント発行
全ゲノム解析データのアクセス権設定
指紋認証デバイス送付

データ利用申請

(諸手続の完了)
全ゲノム解析データに

アクセス可能

NCBN、TMMデータ
利用開始

 AMEDデータ利活用プラットフォームの機能を順次リリース
 一部機能は一般受付開始後のリリースになるが、利用者はデータ利用審査等の諸手続に2.5か月程度必要とし、機能の利用まで
には時間を要する。

 バイオバンク・ジャパン(BBJ)のデータ利用は令和6年7月以降を予定。
 日本多施設共同コーホート(J-MICC)、及び大規模認知症コホート等のデータ利用は令和6年度内で調整中。
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AMEDデータ利活用プラットフォーム：
目指す方向性についてのポイント（案）

4

 令和6年度まではゲノ
ムデータが中心、令和
7年度以降はニーズ
の高いデータから拡充
を検討

東北メディカル・
メガバンク

東京大学
医科学研究所

国立遺伝学
研究所

国立がん
研究センター

国立国際医療
研究センター

ゲノムデータ データサイト データサイト データサイト データサイト連携拠点 連携拠点 連携拠点 連携拠点連携拠点

 バイオバンク横断検索
システム、全ゲノム解
析等実行計画を始め
とした他システムとの
連携を想定

What

 今後拡大していく対象データとの接続については、
AMEDの役割や管理体制面を鑑み、分散型での管
理方法も手段の一つとして検討

How

How

 令和5年度末の一般受付開始、令和6年度サービス提供開始、令和7年度以降機能、連携先・データを順次拡大When

 コネクタ（API等）
などの新たな技術を
活用したデータ連携
を検討

How

 AMED研究成果デー
タの利活用促進を支
えるためのデータガバナ
ンス機能の強化

How

現状 将来

利用者認証

ゲノムデータのメタデータ、
横断検索

連携5拠点

② 他システムイン
ターフェイス

④ 接続・連携先

③ 連携基盤主
機能

ゲノムデータ中心① 利活用可能
データ ニーズの高いデータから順次拡充

個人情報を含まないVCF 検討中
臨床基本4属性情報

社会的要請に応じて効果的な連
携の在り方を検討

メタデータの拡大、コネクタの具備

連携先の拡大
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